
（6）　2018.6.1 市 議 会 だ より

議員 研修会

講 師：秋山 信彦 氏

　市議会では、議員の政策立案能力の一層の向上を目指して、議員研

修会を実施しています。

　２月20日、東海大学海洋学部水産学科教授、東海大学海洋科学博

物館館長の秋山信彦（あきやまのぶひこ）氏を迎え、今後の国際海洋

文化都市の実現に向けた取組の参考とするため、「『国際海洋文化都

市・清水』の実現に向けて―水族館・博物館の役割と大学での繁殖育

成研究―」と題した研修会を開催しました。

「峠にて」

　今も昔も東海道随一の絶景・薩埵峠。ただ昔はきっ

とこんなにここを早く通り抜けていなかったはず。富

士が静かに峠を見守るさまを、車の通りもなく…。

表紙の写真

撮影場所　薩埵峠（清水区由比）
撮影日時　平成30年3月14日 午後5時8分
撮 影 者　萩原 和幸 氏（日本写真家協会会員）

２月定例会で審議した主な議案の概要は次のとおりです。

課題解決のため積極的に事業を行うポジティブ予算

○平成30年度静岡市一般会計予算

　平成30年度は、第３次総合計画前期実施計画の最終年度であり、そし

て、後期実施計画へ橋渡しする大事な年度でもあります。財政規律を堅

持しながら５大構想や人口減少対策などの事業を強力かつ円滑に推進

する必要があるため、①第３次総合計画前期実施計画の総仕上げ及び後

期実施計画への橋渡し②アセットマネジメントアクションプラン（第１次）

の着実な推進③「第３次行財政改革前期実施計画」の確実な推進④国

の交付金や有利な市債の積極的な活用⑤市債残高の適正管理、という

五つの基本方針のもと、平成30年度当初予算を編成しました。　

　一般会計の予算規模は3,122億円で、前年度に比べ６億円、0.2％の増

となり、過去最大の予算規模となりました。

　これは、前年度までに私立こども園等の整備を進めたことで、投資的経

費が約26.7億円、6.0％減少したものの、私立こども園・保育所の入所児

童数の増加などにより、扶助費が前年度に比べ約44.9億円、7.0％増加し

たことなどによるものです。

　今回の予算は、第３次総合計画の最大目標「2025年に総人口70万人

を維持」を目指すため、特に「５大構想」を実現するための取組や人口減

少対策に積極的に取り組むほか、アセットマネジメント基本方針や第３次

行財政改革推進大綱に基づく取組を確実に反映させました。

国の補正予算を活用

○平成29年度静岡市一般会計補正予算（第６号）

　国の補正予算を活用して、国道などの道路整備事業や小中学校の体

育館及び校舎トイレの改修事業に要する経費、交流人口拡大のため駿府

城公園の中堀を活用した和舟体験事業に要する経費の増額などを計上

し、29年度の累計予算額は3,170億9,152万７千円となりました。

○静岡市自家用有償旅客運送自動車条例の一部改正について

　両河内線自主運行バスの運行再編に伴い、自家用有償旅客運送による運

営ができるよう、所要の改正をするものです。

両河内線自主運行バスの再編

○静岡市学校給食センター条例の一部改正について

　中吉田給食センターの休止及び門屋学校給食センターの供用開始に

伴い、名称及び位置を改めるため、所要の改正をするものです。

門屋学校給食センター開所

主 な 議 案

６月定例会は、６月19日からはじまります。日程は次のとおりです。

次回定例会のお知らせ

※日程は変更になることがあります。（最新情報は、市議会ホームページで
　ご確認ください。）
※議場・委員会室は市役所静岡庁舎本館にあります。

10日（火） 本会議 議　　　  場

7月3日（火）

都市建設委員会

9日（月） 議会運営委員会 第２委員会室

4日（水）

市民環境教育委員会

総務委員会

企業消防委員会 第２委員会室

第１委員会室

第３委員会室

第２委員会室

第１委員会室

第３委員会室

観光文化経済委員会

厚生委員会

6月6日（水） 議会運営委員会 第２委員会室

11日（月） 議案説明会 議　　　  場

6月19日（火）

25日（月）

本会議 議　　　  場

議会運営委員会 第２委員会室

27日（水）

28日（木）

29日（金）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

議　　　  場

議　　　  場

議　　　  場

開 会 日 会 議 名 場 所

会期22日間

　３月15日、井上議長、牧田副議長が静岡市立高等学校生による通学路アン

ケートの報告を受けました。

　これは、昨年11月に静岡市議会として初めて実施した議員と高校生との意見

交換会「市議会議員と話そう㏌市高」をきっかけとして、参加した市高生自らが、

学校で通学路アンケートを実施したものです。

　意見交換会で、静岡市に対する議員の熱い思いを知った生徒が、行政のみに

頼るのではなく、まずは自らできることを実施しようと、通学路の危険箇所や注意

点を、静岡市立高等学校を中心とした都市計画図（1/2500）にまとめました。今

後、アンケート結果を校舎内に掲示することで、市高生全体のマナー向上や意識

啓発に活用するとのことです。

　生徒からは、「同じ道を指していても、それぞれ意見が違うため集計が大変だっ

た。」という報告があり、井上議長から「市民のそれぞれの意見を細かく聴き、い

ろいろな意見を集約すること

がまさしく議会であり、一番重

要で楽しい仕事です。」という

講評がありました。

 今後も静岡市議会は、高校

生に限らず、市民の皆さんと

議会との距離を縮める様々

な取組を実施します。

静岡市立高等学校の生徒が通学路アンケートの報告に来ました！！

議長、副議長と静岡市立高等学校の皆さん

3件の陳情が審査され、審査結果は次のとおりでした。陳 情 審 査 結 果

原発事故被災者への支援拡充に関する意見書の提出を求める陳情

市政ニュース等の16mmフィルムのＤＶＤ化に関する陳情

清水天然ガス火力発電所（仮）に関する陳情

結　　果件　　名

不　採　択

不　採　択

　陳情の趣旨には一定の理解ができるが、当局では、すでに市政ニュースの映像記録の保全活用に取り組んでお
り、市民も複製した映像を視聴することができる状況となっている。当局におかれては、貴重な映像資料を大切に
保存し、市の財産として活用していくよう、引き続き努力されたい。


